
参考様式B5（自己評価等関係）

～ ８年　１月　９日

（対象者数） 18 （回答者数） 9

～ ７年　12月　26日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各専門職と連携し、お子さまの得意なこと、不得意なこと

に対してどのように一緒に向き合っていくか考えてまいりま

す。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お知らせ方法や内容を工夫し、今より少しでも療育セン

ターでのことをお伝えし、限られたご利用の中でも安心

して過ごしていただけるようにしてまいります。

2

3

利用回数は限られていますが、一定間隔で行うことでお子さ

まの成長や変化をお伝えすることができます。

少人数で活動するため、お子さまにとって必要な活動を繰り

返し行うことができます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

避難訓練や情報発信等、療育センターで行われていることが

十分お伝えできていないことが課題の1つであると感じてお

ります。

SNSや掲示などで発信させていただいておりますが、広く

知っていただけでいないのが現状です。

７年　12月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
８年　１月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 鈴鹿市社会福祉協議会　鈴鹿市第2療育センター

○保護者評価実施期間
７年　12月　８日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


